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１．隊長 

隊長（兼越冬隊長）　堤　雅基　　国立極地研究所

副隊長（兼夏隊長）　原田　尚美　海洋研究開発機構

 

 ２．隊の編成

 　夏隊４０名、越冬隊３１名の合計７１名で編成された。このうち、別働隊として、「海鷹丸」
に夏隊員５名、先遣隊に夏隊７名、越冬隊２名を派遣した。
　この他、夏隊同行者として２９名が参加し、総勢１００名となった。

３．派遣日程

■■「しらせ」及び昭和基地における観測

夏　隊：平成３０年１１月２５日～平成３１年３月２１日
越冬隊：平成３０年１１月２５日～令和　２年３月２０日

○

■「海鷹丸」における観測

夏　隊：平成３０年１２月２８日～平成３１年２月　１日

■ 先遣隊における観測

夏　隊：平成３０年１０月３１日～平成３１年２月　２日
越冬隊：平成３０年１０月３１日～令和　２年３月２０日

 

４．第６０次南極地域観測の活動概要 

 

第６０次南極地域観測隊の概要

夏隊 越冬隊

隊長または副隊長

隊員

基本観測
定常観測

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ観測 
研究観測

設営

合計

　過去最大となる合計１００名で構成される第６０次南極地域観測隊では、第Ⅸ期６か年計画の

３年次計画を実施した。第Ⅸ期重点研究観測メインテーマ「南極から迫る地球システム変動」の

もと、３つのサブテーマを設定し分野横断的な研究観測を展開した。特に、サブテーマ３「地球

システム変動の解明を目指す南極古環境復元」においては、８０万年以上前のアイスコア採取に

向け、南極航空網を利用した先遣隊により、国際連携に基づいて深層掘削候補地選定のため内陸

域を調査した。また、基本観測、一般研究観測、萌芽研究観測、公開利用研究を、「しらせ」、

昭和基地、内陸および沿岸域において実施した。さらに、別働隊として、東京海洋大学練習船

「海鷹丸」による船上観測を行った。上記観測と並行し、昭和基地の機能維持のため各種設営作

業を行った。特に、第６１次からの観測開始に向けた基本観測棟の設備工事や風力発電設備３号

機の設置を行った。これらの南極観測による学術的成果や活動状況は、各種広報プログラムやメ

ディアを通じて広く社会に発信した。

１名

４名

４名

１９名

１２名

４０名

１名

５名

３名

４名

１８名

３１名
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１．隊長

隊長 （兼夏隊長）  青木 茂 北海道大学 低温科学研究所 

副隊長（兼越冬隊長） 青山 雄一 国立極地研究所 

副隊長（兼夏副隊長） 熊谷 宏靖 国立極地研究所 

２．隊の編成

　夏隊４２名、越冬隊２９名の合計７１名で編成された。このうち、別働隊として、「海鷹丸」
に夏隊員５名、セール・ロンダーネ山地に夏隊８名、ドームふじ基地方面に夏隊２名を派遣した。
　このほか、同行者として夏隊１６名、越冬隊１名が参加し、総勢８８名となった。

 

３．派遣日程

「しらせ」及び昭和基地における観測

「海鷹丸」における観測

セール・ロンダーネ山地での観測

ドームふじ基地方面でのオペレーション 

第６１次南極地域観測隊の概要

夏　隊：令和元年１１月２７日～令和２年　３月２０日
越冬隊：令和元年１１月２７日～令和３年　３月２３日（予定）

夏　隊：令和２年　１月　３日～令和２年　２月　８日

地　質：令和元年１１月　８日～令和２年　１月１７日
生　物：令和２年　１月　４日～令和２年　２月１７日

夏　隊：令和元年１１月２３日～令和２年　１月１７日

４．第６１次南極地域観測の活動概要

　第６１次南極地域観測隊では、第Ⅸ期重点研究観測メインテーマ「南極から迫る地球システム
変動」の３つのサブテーマのうち、サブテーマ２「氷床・海氷縁辺域の総合観測から迫る大気‐

氷床‐海洋の相互作用」を計画の中心に据え、「しらせ」を機動的に活用し、往復路におけるト 

ッテン氷河域での海洋・地球物理観測実施に重点を置いた。加えて、セール・ロンダーネ山地方

面での地質・生物学的調査、ドームふじ方面への燃料輸送、及び海鷹丸による海洋観測を別働隊

として計画し、広域での観測計画を展開した。

夏隊 越冬隊

隊長または副隊長

隊員

基本観測
定常観測

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ観測 
研究観測

設営

合計

２名

５名

２名

２１名

１２名

４２名

１名

５名

３名

３名

１７名

２９名

2



越冬隊員の編成（３１名）

J a p a n e s e  A n t a r c t i c  R e s e a r c h  E x p e d i t i o n

第６０次南極地域観測隊（（ＪＡＲＥ６０）

堤 雅基
国立極地研究所研究教育系
堤 雅基

隊　　長
（兼越冬隊長）

藤田 建
気象庁 観測部
藤田 建
気象庁観測部

基本観測／定常観測
気　　象

井上 創介
気象庁 観測部
井上 創介
気象庁観測部

基本観測／定常観測
気 象

加藤 宗理
気象庁 観測部
加藤 宗理
気象庁 観測部

基本観測／定常観測
気 象

横瀬 明香
気象庁 観測部
横瀬 明香
気象庁観測部

基本観測／定常観測
気　　象

幸田 笹佳
気象庁 観測部

藤田 光髙
国立極地研究所南極観測センター

金森 晶作
国立極地研究所南極観測センター

松本 なゆた
国立極地研究所南極観測センター

虫明 一彦
三菱電機株式会社

基本観測／定常観測
気　　象

基本観測／モニタリング観測
宙空圏変動

基本観測／モニタリング観測
気水圏変動

基本観測／モニタリング観測
地圏変動

研究観測
重点研究観測

南原 優一
国立極地研究所南極観測センター
（東京大学大学院理学系研究科）

研究観測
重点研究観測

佐賀 勝已
有限会社タイプエス
佐賀 勝已

研究観測
一般研究観測

二村 有希
国立極地研究所南極観測センター
（北海道大学大学院理学院）

二村 有希

研究観測
一般研究観測

古見 直人
国立極地研究所南極観測センター
（株式会社大原鉄工所）

古見直人

設　　営
機械（雪上車）

伊藤 太市
国立極地研究所南極観測センター

（株式会社キムラ）

伊藤 太市
国立極地研究所南極観測センター

設　　営
機械（雪上車）

倉島 浩章
国立極地研究所南極観測センター

（三機工業株式会社）

倉島 浩章

設　　営
機械（機械設備全般）

菊田 勝也
国立極地研究所南極観測センター

（ヤンマー株式会社）

菊田 勝也
国立極地研究所南極観測センター

設　　営
機械（発電機エンジン）

松嶋 望
国立極地研究所南極観測センター

（株式会社関電工）

松嶋 望
極地研究所南極観測センター

設　　営
機械（電気設備全般）

大槻 拓未
国立極地研究所南極観測センター
（株式会社日立製作所）

大槻拓未
立極地研究所南極観国立 測センター

設 営
機械（発電機制御盤）

里中 俊大
総務省関東総合通信局
里中俊大
総務省関東総合通信局

設 営
通 信

鈴木 文治
国立極地研究所南極観測センター
（P&Gフードサービス株式会社）

鈴木文治
国立極地研究所南極観国 測センタ

設　　営
調　　理

関 裕子
国立極地研究所南極観測センターー
関 裕子

国立極地研究所南極観国立 測センター

設 営
調 理

岡田 豊
国立極地研究所南極観測センター
（医療法人つばさ つばさクリニック）

ー
岡田 豊

立極地研究所南極観国立 測センター
療法（医療 人つばさつばさクリニック）

設　　営
医　　療

和泉 智哉
国立極地研究所南極観測センター

（鈴健興業株式会社）

和泉智哉
立極地研究所南極観測センター
（鈴健興業株式会社）

設　　営
環境保全

内海 雄介
国立極地研究所南極観測センター
（NECネッツエスアイ株式会社）

内海雄介

設　　営
多目的アンテナ

植松 浩二
国立極地研究所南極観測センター

（KDDI株式会社）
タ

植松浩二
国立極地研究所南極観測センタ

設　　営
LAN・インテルサット

小山 悟
国立極地研究所南極観測センター
（東北ミサワホーム株式会社）

小山 悟

設　　営
建築・土木

倉持 武彦
国立極地研究所南極観測センター

（神奈川県立西丹沢ビジターセンター）

倉持 武彦

設 営
野外観測支援

ー
中田 純一

国立極地研究所南極観測センター

設　　営
庶務・情報発信

設　　営
機械（車両全般）

松村 優佑
国立極地研究所南極観測センター
（いすゞ 自動車株式会社）

国立

機
設 営

機械（車両全般）

松村優佑
国立極地研究所南極観測センターー

廣田 大輔
国立極地研究所南極観測センター
（帝京大学医学部附属病院）

国立
廣田大輔

国立極地研究所南極観測センタター
（帝京大学医学部附属病院）

設　　営
医　　療
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夏隊員の編成（４２名）

J a p a n e s e  A n t a r c t i c  R e s e a r c h  E x p e d i t i o n

第６１次南極地域観測隊（（ＪＡＲＥ６１）

池内 柚か愛
海上保安庁海洋情報部

基本観測／定常観測

海底地形調査・潮汐

嶋田 啓資
東京海洋大学

船舶・海洋オペレーションセンター

基本観測／定常観測

海洋物理・化学

中山 佳洋
北海道大学低温科学研究所

研究観測

重点研究観測

石輪 健樹
国立極地研究所研究教育系

研究観測

重点研究観測

北出 裕二郎
東京海洋大学学術研究院

研究観測

一般研究観測

河上 哲生
京都大学大学院理学研究科

研究観測

一般研究観測

真壁 竜介
国立極地研究所研究教育系

研究観測

一般研究観測

溝端 浩平
東京海洋大学学術研究院

研究観測

一般研究観測

德田 悠希

研究観測

重点研究観測

久野 光輝
日本海洋事業株式会社

基本観測／モニタリング観測

地圏変動

板木 拓也
国立研究開発法人

小野 数也
北海道大学低温科学研究所

柴田 成晴
株式会社東陽テクニカ

研究観測

重点研究観測

野口 智英
株式会社マリン・ワーク・ジャパン

研究観測

重点研究観測

田村 岳史
国立極地研究所研究教育系

研究観測

重点研究観測

渡部 陽

基本観測／モニタリング観測

生態系変動

髙坂 匡史
国立極地研究所南極観測センター

（東光鉄工株式会社）

設　　営

髙村 真司
国立極地研究所南極観測センター

設　　営

赤田 幸久
国立極地研究所南極観測センター

（有明登山案内人組合）

設　　営

山田 嘉平
国立極地研究所南極観測センター

設　　営

永木 毅
国立極地研究所南極観測センター

設　　営

野外観測支援

寺村 たから
国立極地研究所広報室

設　　営

輸　　送

樋口 実佳
東北大学人事企画部

設　　営

庶　　務

石野 咲子
日本学術振興会特別研究員

研究観測

一般研究観測

梅田 利郎
国立極地研究所南極観測センター

（梅田工業）

設　　営

機　　械

蓜島 義規
国立極地研究所南極観測センター

（株式会社キムラ）

設　　営

機　　械

杉田 一広
国立極地研究所南極観測センター

（株式会社関電工）

設　　営

機　　械

鯉田 淳
国立極地研究所南極観測センター

（コイダ工房）

設　　営

壽松木 一哉
国立極地研究所南極観測センター

（飛島建設株式会社）

設　　営

宮内 佐季子
公益社団法人日本山岳ガイド協会

研究観測

萌芽研究観測

足立 達朗 立花 愛子
東京海洋大学海洋環境学部門

宇野 正起
東北大学大学院環境科学研究科

田留 健介
公益財団法人埼玉県生態系保護協会

埼玉県自然学習センター

野口 里奈 東野 文子
岡山理科大学理学部

研究観測

一般研究観測

研究観測

一般研究観測

研究観測

一般研究観測

研究観測

一般研究観測

研究観測

一般研究観測

研究観測

一般研究観測

林 昌平

研究観測

一般研究観測

髙橋 邦夫
国立極地研究所研究教育系

基本観測／定常観測

海洋物理・化学

兒玉 篤郎
国土交通省国土地理院測地部

基本観測／定常観測

測地

直井 隆浩

基本観測／定常観測

電離層

熊谷 宏靖
国立極地研究所南極観測センター

副　隊　長

(兼夏副隊長)

青木 茂
北海道大学低温科学研究所

隊　　長

(兼夏隊長)

研究観測

重点研究観測

研究観測

重点研究観測

建築・土木

建築・土木 建築・土木

野外観測支援 輸　　送 情報発信

国立研究開発法人
情報通信研究機構電磁波研究所

公立鳥取環境大学環境学部

島根大学学術研究院

環境システム科学系

九州大学大学院

比較社会文化研究院

宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所

産業技術総合研究所

（ガイドオフィスモンターニュ）

株式会社マリン・ワーク・ジャパン

髙坂髙坂 匡匡史史

建築・土木

髙村髙村 真真司司

野外観測支援

赤田赤田 幸幸久久

野外観測支援

山田山田 嘉嘉平平

輸　　送

永木永木 毅毅

輸　　送

寺村寺村 たたからから

情報発信

樋口樋口 実実佳佳

庶　 務

石野石野 咲咲子子

一般研究観測

宮内宮内 佐佐季子季子

萌芽研究観測

梅田梅田 利利郎郎

機　　械

蓜島蓜島 義義規規

機　　械

杉田杉田 一広広

機　　械

鯉田鯉田 淳淳

建築・土木

壽松壽松木木 哉一哉

建築・土木

林林 昌平昌平

一般研究観測

足立足立 達達朗朗

一般研究観測

立花立花 愛愛子子

一般研究観測

宇野宇野 正正起起

一般研究観測

田留田留 健健介介

一般研究観測

野口野口 里里奈奈

一般研究観測

東野東野 文文子子

一般研究観測

德田德田 悠悠希希

重点研究観測

中山中山 佳佳洋洋

重点研究観測

石輪石輪 健健樹樹

重点研究観測

北出北出 裕裕 郎二郎

一般研究観測

河上河上 哲哲生生

一般研究観測

真壁真壁 竜竜介介

一般研究観測

溝端溝端 浩浩平平

一般研究観測

久野久野 光光輝輝

地圏変動

渡部渡部 陽陽

生態系変動

板木板木 拓拓也也

重点研究観測

小野小野 数数也也

重点研究観測

柴田柴田 成成晴晴

重点研究観測

野口野口 智智英英

重点研究観測

田村田村 岳岳史史

重点研究観測

青木青木 茂茂

(兼夏(兼夏隊長)隊長)

熊谷熊谷 宏宏靖靖

(兼夏(兼夏副隊長副隊長))

直井直井 隆隆浩浩

電離層離層

池内池内 柚柚か愛か愛

海底地形調査調 ・潮汐潮

兒玉兒玉 篤篤郎郎

測地

髙橋髙橋 邦邦夫夫

海洋物洋物理・化学

嶋田嶋田 啓啓資資

海洋物洋物理・化学
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○夏隊同行者（「しらせ」乗船者）

○夏隊同行者（「海鷹丸」乗船者）

松下 凜太郎
東京大学大学院新領域創成科学研究科

北澤 佑子
茨城県立守谷高等学校

教育関係者

佐藤 睦
Heliwest Group

技術者

観測隊ヘリ

Jake Hodder
Heliwest Group

技術者

観測隊ヘリ

小野村 知之
東京大学大学院新領域創成科学研究科

技術者

氷海航行

WONGPAN PAT
北海道大学低温科学研究所

山崎 開平
北海道大学大学院環境科学院

佐々木 聡史
島根大学大学院総合理工学研究科

研究者

茂木 正人
東京海洋大学学術研究院

研究者

保坂 拓志
東京海洋大学船舶・海洋オペレーションセンター

研究者

髙橋 啓伍
総合研究大学院大学

複合科学研究科極域科学専攻

大学院学生

共同通信社

報道関係者

森 麻緒
日本学術振興会特別研究員

研究者

来田 幹生
株式会社マリン・ワーク・ジャパン

技術者

佐藤 弘康
株式会社マリン・ワーク・ジャパン

技術者

伊藤 零
株式会社マリン・ワーク・ジャパン

技術者

技術者

氷海航行

大学院学生

大学院学生

川村 敦

(オーストラリア) (オーストラリア)

森 麻緒

研究者

来来田 幹幹生生

技術者

佐藤佐藤 弘弘康康

技術者

伊藤伊藤 零零

技術者

小野小野村村 知之知之

氷海航行

WOWONGNGPAPANN PAPATT

研究者

山崎山崎 開開平

大学院学生

佐々佐々木木 聡史聡史

大学院大学院学生学

北澤北澤 佑佑子

教育関教育関教育関係者係者係者

佐藤佐藤 睦睦

技術者

観測隊観測隊観測隊ヘリヘリ

JJakke HH doddder

技術者

観測隊観測隊観測隊ヘリヘリ

松松下 凜凜太郎太郎

技術者

氷海航氷海航氷海航行行行

髙橋髙橋 啓啓伍伍

大学院大学院学生学

茂木 正人

研究者

保坂 拓志

研究者

報道関報 関係者係者

川村川村 敦敦
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第６１次隊の行動経路と活動地域

ホバート

シドニー

昭和基地

東京

大陸間の移動で使用する航空機

ケープタウン

フリーマントル

ノボラザレフスカヤ基地

東京海洋大学「海鷹丸」

「しらせ」

南極大陸 Blue Marble: Next Generation

ドームふじ基地ノボラザレフスカヤ基地

ケープダンレー

南極大陸

トッテン氷河

「しらせ」往路「しらせ」往路 内陸路内陸路
「しらせ」復路「しらせ」復路 「海鷹丸」航路「海鷹丸」航路

空路空路

レーレーレー

トッテン氷河ト ン氷ッテテンン氷氷河
ドームドードームームヤ基地ヤヤ基

「しらせ」往復路での主な海洋観測
⇒7-9ページ 

内陸への燃料輸送
⇒17ページ

昭和基地や周辺での主な観測や
作業　⇒10-12, 15-16, 18ページ

セール・ロンダーネ山地周辺での観測
⇒14ページ 

「海鷹丸」による観測
⇒13ページ
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「しらせ」往復路での主な海洋観測

投投入：12月9日：12月9日

回収：2月16日回収：2月16日

トッテン氷河沖で大規模な海洋集中観測を実施 ２代目 「しらせ」 初の本格的な海底採泥観測に成功

耐氷型ＧＰＳブイによる
漂流系観測に成功

　南極の大気 - 氷床 - 海氷 - 海洋の相互作用は、地球全体の海水位や海洋深層循環、気候形成に重要な役割を果

たしています。

トッテン氷河は東南極最大級の規模を誇り、その流出は、世界の海水位に大きな影響を与える可能性がありま

す。

　近年、このトッテン氷河をはじめとした東南極沿岸の氷床末端部を、暖かい海が下面から融かしているプロセ

スが注目を集めています。

トッテン氷河を海が下面から融かしているプロセス ( 暖かい海水の流入経路や

量、トッテン氷河の融解量、融解水の流出経路など ) を詳細に観測するため、

「しらせ」の砕氷能力を活かし、世界に先駆けて、大陸棚上を横断する大規模な

海洋観測を実施しました。

* トッテン氷河が全て融けると地球の海面が 4m 程度上昇すると言われています。

海洋観測を実施しました。

CTD-MS 観測
( 採水器付の塩分

・水温・深度観測

装置 )

場所を変えて何度

も観測することで、

広範囲の水温・塩

分などの鉛直分布

を得ることができ

ます。

右図の●の点で暖

かい海水の空間分

布などを調べまし

た。

ApRES 観測 ( 氷河氷厚レーダー )

トッテン氷河上★に設置して、氷河の厚さ

を 1 年間測り続け、1 年間でどれくらい

の氷河が融かされたかを測定しています。

大型グラビティコアラ—
最長５ｍの堆積物コアを取得できます。

トッテン氷河沖も含めて、計 11 回の採泥を

行いました。

に先駆けて、大陸棚上を横断する大規模な

塩分

観測

何度

とで、

・塩

分布

でき

で暖

間分

まし

AXCTD 観測 ( ヘリコプタ—投下式の

塩分・水温観測装置 )

ヘリコプターから発信器付のセンサー

を投下することにより、広範囲におけ

る水温・塩分の鉛直分布構造を得るこ

とができます。船では行きづらい場所

でも観測を行うことができました。

　海氷縁では、海氷が融ける時期に植物プランクトンが大増殖
することが知られています。
　この季節海氷域生態系の時間変動を捉えるため、世界でも例
を見ない長期漂流系観測を実施しました。
　新規開発した耐氷型 GPS ブイに設置した多数の測器は全て
破損もなく、データも正常に取得できており、海氷域での 2 ヶ
月という長期連続観測に成功しました。
　採取した生物・有機物試料を化学分析や顕微鏡分析すること
で、季節海氷域生態系の理解が飛躍的に進むことが期待されま
す。

トッテン氷河の近傍をはじめとした東南極沿岸での海底の採泥観測は、これまでほとんど行われていません

でした。61 次隊では、2 代目「しらせ」としては初となる本格的な採泥観測を実施し、海氷や氷山が漂う海

域から海底の堆積物を採取しました。堆積物の成分や化石を調べることで、過去に起こった海洋環境の変化や

氷河の融解の痕跡を探ります。そこから、過去の氷床 - 海氷 - 海洋の相互作用の変動を解析し、現在や未来の

予測につなげることが期待されます。

堆積物の分析
採取された堆積物は日本に持ち帰り、国内

で様々な分析を行います。

GSJ 型 K- グラブ採泥器
大量の表層堆積物の採取と同時に、採泥器に設

置された各種観測機器によって海底の写真や様

々な環境データ、底層の海水を取得できます。

左の地図上の●も含めて、計 17 地点で行われ

た観測では、堆積物の他にも様々な生物が採取

されました。

係留系観測
測器は入れた場所に留まり、1 年分

の水温・塩分を観測する事ができま

す。地図上の●に設置して、暖かい

海水の季節変化を調べています。

　観測の結果、トッテン氷河沖の海底地形は、広域で水深が 800m 以上と深く、氷の損失が進んでいる西南極

で見られる細い谷に特徴づけられる地形と異なっていました。また、全域で暖かい海水が深いところに存在する

ことが確認されました。

　今後の解析で、暖かい海水の流入経路を特定することがで

きれば、係留観測・人工衛星等を統合的に利用することで、

トッテン氷河の氷の損失、末端部の融解を長期的にモニタリ

ングし、東南極氷床の海水準変動への寄与を見積もることが

可能になります。

トッテン氷河付近の航路と観測点
2020 年 3 月 2 日の衛星画像に、「しらせ」の航跡とそれぞ

れの観測点の位置を示したものです。

●● 係留系 ● CTD ● 採泥

●● XCTD ★ ApRES —　航跡
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昭和基地

　南極域のオーロラ帯は海洋の占める割合が高く、洋上に観測点を設置すること

が難しいため、観測の空白域となっています。

　今回、新たに開発した船舶搭載型の全天イメージャーを「しらせ」に搭載し、

初の船上でのオーロラ観測に成功しました。

　今後、陸上の観測データと合わせて

解析することで、地球規模の現象の全

体像の解明につながることが期待され

ます。

「しらせ」に搭載した全天イメージャー

(左 ) と得られたオーロラ画像 (右 )

　これまで昭和基地を拠点に行っていたヘリコプターによる海氷観測を、今回初めて「し

らせ」から実施しました。

　合計 3 回の観測から、リュツォ・ホルム湾奧では海氷と積雪

を合わせて約 7m の厚さがあることがわかり、海氷成長過程の

研究に有益な情報が得られました。

「しらせ」を発艦するヘリと EM-bird
( 吊下型の電磁誘導型氷厚センサー )

「しらせ」を使った主な観測

　61 次行動で復旧したマルチビーム測深機を使って、6 年ぶりに海底地形調査を実施しました。

マルチビーム測深機の復旧により、面的に海底地形調査を行うことができるようになり、昭和基地周辺の海底

地形は、起伏の激しい地形であることや、氷河によって削られた痕跡だと思われるさまざまな方向に走る筋が視

覚的にも確認できます。

　これらの海底地形データは、南極海域を安全に航行するために必要不可欠であるだけでなく、大陸・海洋地殻

の進化過程の解明や、氷河による浸食や堆積環境などの古環境研究にも使われます。

海底地形調査時の様子
昭和基地周辺の海底地形データ
基図：海図 W3922「リュツォ・ホルム湾及付近」

　

EM-bird で得られた、氷厚と積雪深とを合わせた値（m）
ヘリコプターを利用することで、効率的に湾南方海域のデータ

が得られました。

　将来、厳しい海氷に「しらせ」が阻まれたとき、航路選定に

威力を発揮することが期待されています。

高精度の海底地形調査を再開

「しらせ」 船上でのオーロラ観測に成功

「しらせ」 からヘリコプターを使っての海氷観測を実施
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Photo by S.Sasaki

調査対象の浅海域

ぬるめ池

ラングホブデの⿃瞰図

Photo by T.Ishiwa

ドームふじ

昭和基地

中継拠点
MD78(今回新設)みずほ

S17H128

昭和基地周辺での主な観測

　過去の南極氷床の体積変化を正確に知るためには、過去の相対的な海水準の変動を知る必要があります。

　過去から現在までの東南極の氷床の変動を調べるため、昭和基地周辺の沿岸域の湖沼や浅海で、魚群探知機を

応用した地形調査やボートによる堆積物採取を行いました。

　ぬるめ池のほか、ラングホブデや西オングル島の数十地点で陸

上堆積物を採取しました。

　今後、堆積物に含まれている生物の化石などを分析することで、

過去の海水準変動を復元することが期待されます。

ラングホブデ・ぬるめ池で

の堆積物採取の様子

新開発したコアリング機器

を使い、約 3m の堆積物資

料の採取に成功しました。

調査地ラングホブデの鳥瞰図 (上 ) と

浅海域の海底地形測量で得られた海底

地形図 (下 )

　南極内陸域の気象などの現地データは、科学的に重要であるにもかかわらず、その厳しい自然環境から人の

活動が大きく制限されるため、非常に少ないのが現状です。日本は、この内陸観測を実施できる数少ない国の

一つです。

　今後の気候変動の兆候を正確に捉え、南極の気候変動の仕組みを解明し、今後の変化の予測精度を向上させ

るために、第 60 次越冬中に大陸氷床上 (MD78) に新たに AWS( 自動気象観測装置 ) を設置しました。

大陸氷床上 (MD78) に AWSを設置している様子 (左 )

と設置したAWS( 右 )
高精度気温観測のほか、放射収支、積雪深、雪温の観測も

行っています。

　今回 MD78 に AWS を設置したことで、昭和基地から

ドームふじ間を無人で通年観測できる AWS 観測網が完成

しました。

　この AWS 観測網から得られるデータはリアルタイムで

世界に発信しており、全球の気象予報の精度向上などに役

立っています。

大陸氷床上に設置しているAWS観測網
ここから得られるデータはリアルタイムで世界に

発信しています。

大陸氷床上に新たな自動気象観測装置を設置

湖沼や浅海域の堆積物調査を実施
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　地球の気候は、地球全体をめぐる大気の大循環によって決まっています。しかし、特に南極や中間圏 ( 概

ね高度 50km ～ 90km) の大きな大気の流れは観測が難しく、よくわかっていません。

　昭和基地にある南極初の大型大気レーダー (PANSY レーダー ) では、地表付近から高度 100km 付近まで

の広い領域の大気の流れを精密に観測することができます。

国内外の研究機関と協同し、世界中の大型大気レー

ダーで同時に観測することで、地球全体の大気の流

れを探ります。

　2020 年 1 月に、北極成層圏が通常より低温と

なる現象が発生し、その影響で 2 月の北極上空で

は、過去最低のオゾン量を記録しました。

　この気象イベントに対する全地球大気の応答を

調べるため、2020 年 1 月 12 日から 31 日まで

国際協同観測 (ICSOM-5) を主導しました。

　得られた結果などから、南極上空を含む地球の

大気全体の大循環がどのように維持され、どのよ

うに変動していくのかを解析します。

大気レーダーによる中間圏国際共同観測
(ICSOM: Interhemispheric Coupling Study by Observations and Modeling)

昭和基地での主な観測

　2019 年 8 月に、南極成層圏の気温が数日で

50℃以上上昇する突然昇温現象が発生しました。

この現象に伴う昭和基地上空の大気重力波の変調

を捉えるため、PANSY レーダーの観測に加え、

ラジオゾンデの集中観測キャンペーンを 8 月

26 日から 10 月 2 日まで実施し、計 65 回の

ラジオゾンデ観測に成功しました。

ラジオゾンデ観測で得られた昭和基地上空の各気圧面

の気温の時系列変化
2019 年 8 月 25 日ごろから、急激に温度が上昇している

ことがわかります ( 赤矢印 )。

対流圏 ・成層圏 ・中間圏の大気精密観測を実施
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昭和基地での主な作業・観測

  2019 年 12 月 2 日に、定常観測気象部門が気象棟か

ら基本観測棟へ気象観測の拠点を移し、基本観測棟の本

格運用を開始しました。  

  移転は、事前に同じ観測機器を基本観測棟に設置し調

整しておくなど、連続して取得している観測データが途

切れる時間が最小限になるよう注意を払って行いました。

  気象棟から引き続き基本観測棟においても、24 時間

365 日の交代勤務での観測を行っています。

　基本観測棟での気象観測開始に伴い、老朽化した気象

棟を解体しました。

　来次以降も基本観測棟への移転を進め、効率的な基地

運用を目指します。

基本観測棟気象観測室
定常気象部門隊員が常駐して観測を行っています。

　亜酸化窒素 (N2O) は二酸化炭素 (CO2)、

メタン (CH4) についで、3 番目に重要な

温室効果ガスとされているだけでなく、

オゾン層の破壊にも寄与する重要な大気

成分です。

　2019 年 1 月から、昭和基地でも N2O

濃度の精密連続観測をスタートしました。

　近年、大気中の N2O 濃度は増加傾向に

あることが分かっていますが、昭和基地

でも観測を開始したことにより、地球表

層での N2O の循環過程の理解が進むこと

が期待されます。

完成した基本観測棟　
黄枠内が 61 次で建設した放球デッキ

　昭和基地で老朽化した建物の集約を進めて

います。

　基本観測棟は、観測系の建物 4 棟の機能を

統合するために建築されました。

　61 次で高層気象観測を行うための放球デッ

キを建設し、基本観測棟が完成しました。

解体前の気象棟 (左 ) と解体後の様子 (右 )

基本観測棟屋上デッキ
屋上には様々な観測機器を設置しています。

基本観測棟が完成、 気象観測を開始
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「海鷹丸」による観測・内陸への燃料輸送「海鷹丸」による観測・内陸への燃料輸送

　「しらせ」と「海鷹丸」ではそれぞれの特徴を活かしながら、連携して南極の海洋観測を行っています。

　「海鷹丸」では、地球規模での気候変動による海洋環境の変化と、それに応答する生態系変化を捉えることで、

南大洋の実態と役割を解明し、将来予測モデルへ貢献することを目的として観測を行いました。

　観測の結果から、地球全体の気候に影響を与える

といわれている南極底層水を含む深層大循環の変化

や、生態系構造の変動などを解析します。

　また、50 年以上続く「しらせ」での観測結果と

合わせて、海洋環境や海洋生態系の中長期的な変動

も解析することができます。

　温暖化などの気候変動で南大洋がどのように変化

しているかを調べることは、将来の気候予測にもつ

ながります。

CTD-RMS 観測 ( 採水器付の塩分・水温・深度観測装置 )( 左 ) と
海水の栄養塩分析の結果 (上 )
海底直上の深層までの水温・塩分測定や採水をしました。栄養塩は、硝酸塩・亜硝酸

塩・ケイ酸塩・リン酸塩など、植物プランクトンの栄養になる物質です。海水の分析

からは、南 ( グラフの左 ) に行くほど栄養が多いことがわかります。

大型ネットによる動物プランクトン採取
大型のネットを使うことで、中型～大型の動物プラ

ンクトンを採取しました。

物理・生物共同研究グループでの
係留系観測の係留系 (右 ) と回収し
た 1年分のサンプル (上 )
温度・塩分だけでなく、1 年間分の

沈降粒子 ( マリンスノー ) を観測し、

生物の季節変動を解析する事ができ

ます。

「海鷹丸」による観測

東京海洋大学 「海鷹丸」 による海洋観測

硝酸塩

亜硝酸塩

ケイ酸塩

リン酸塩
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セール ・ ロンダーネ山地周辺での観測

パーレバンデ

タンガーレン

プリンセス・エリザベス基地

テルテウットスタイネン

雪⿃とりで⼭
ケテレルス氷河（ドライバレー）

　地殻流体 ( 地殻内部にあって、水や二酸化炭素などを主体とする流体 ) は、地震・火山・資源濃集・地熱輸

送に重要な役割を果たしていると言われています。しかし、地殻流体がどのように変化してどのように移動し

ていくのかはよくわかっていません。

　セール・ロンダーネ山地は、昔の地殻の加水・脱水過程を観察できる世界有数の場所であることから、岩石

採取やその場での岩石の化学分析などの地質調査を実施しました。

調査地キャンプの
様子
ベルギー基地・２つ

のベースキャンプを

拠点にスノーモービ

ルによる広域的地質

調査を 2 ヶ月間実施

しました。

ユキドリ営巣地の様子
ユキドリ営巣地周辺の細菌類も調査

しました。

マグマ・流体の通路と延性剪断帯の関係を、ドローン

を援用して初めて記載しました。

　プリンセス・エリザベス基地を拠点に計 8 か所で調査を行い、

細菌用土壌サンプル 356 点、地衣類サンプル 512 点を取得し

ました。

　日本でサンプルを分析し、昭和基地付近のデータと比べるこ

とで、生物多様性成立過程の違いについて考察します。

地衣類のサンプリング風景

　今後、国内で岩石・鉱物の精密化学分析とデー

タ解析を行い、大陸地殻の発達過程と地殻流体活

動の実態解明を進めます。

岩石試料採取
岩石がたどった温度

- 圧力 - 時間 - 流体

活動履歴を読み取れ

る岩石試料 2 トンの

採取に成功しました。

今回の調査地
雪鳥とりで山、タンガーレン、パーレバンデ、ケテレ

ルス氷河（ドライバレー）、テルテ、タンガーレン東

部、ウットスタイネンおよびプリンセス・エリザベス

基地周辺の計 8 か所で調査しました。

　乾燥・低温・貧栄養といった極限環境にもかかわらず、南極の陸上にもわずかに生物が生息しています。

　セール・ロンダーネ山地では、昭和基地周辺地域とは生物相が異なると言われていることから、セール・ロン

ダーネ山地周辺で地衣類、細菌類などの陸上生物多様性調査を実施しました。

地質調査を実施

生物調査を実施
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　昭和基地の基地機能を支える燃料や物資の補給は、そのすべてを「しらせ」による年１回の輸送に頼ってい

ます。そのため、昭和基地の夏期間に行われる輸送は、夏期間の最も重要なオペレーションと言えます。

昭和基地や周辺での主な作業や活動

ヘリコプターを使った空輸
細かな物資は空輸で輸送します。右の写真は「初荷」を積み込
む様子です。「初荷」は越冬明けの越冬隊に初めて届けられる
荷物で、きれいに飾り付けて届けます。

　1997 年に「南極地域の環境の保護に関する法律」が制定されるまでは、

観測隊で出た細かな廃棄物は、持ち帰らずに埋め立てていました。現在は新

たに出た廃棄物を全て持ち帰るだけでなく、過去に南極に放置された廃棄物

も少しずつ日本に持ち帰り、南極の環境を守る取り組みを進めています。

　61 次隊では、古い埋立地の一部を掘り返して状態を調査しました。今後、

調査結果を解析し、埋立地からこれ以上ゴミが拡散しないようにするための

処置や、埋め立て廃棄物の処理方針を検討します。

　昭和基地では、発電機の排熱を利用して雪を溶かして水を作り、これを「荒金ダム」に溜めて、生活用水や飲

料水にしています。この荒金ダムと発電機の間を循環させる水の配管が凍結したため、58 次以降は応急処置を

してしのいできました。しかし、水不足が越冬生活に大きな支障をきたすだけでなく、メンテナンスを行う隊員

の負担も大きいため、将来的な大規模工事を見据え、61 次隊で循環設備の仮改修を実施しました。雪上車を使った氷上輸送
大型の資材、重量のある荷物や車両などは雪上車を使って輸送
します。気温が下がり海氷の状態が安定する夜間に実施します。

内陸旅行の出発拠点への燃料輸送
今後の内陸旅行に向けて、出発の拠点となる地点に大規模な燃料の運び込みを実施しました。
( 左 ) 燃料の入ったドラム缶をヘリコプターから一つ一つ人力で降ろします。
( 右 ) 拠点に置かれた雪上車や橇の横に並べられた燃料ドラム缶。

持ち帰り物資の一部 (車両 )
昭和基地で出たすべてのゴミや修理が必要な物資は持ち帰ります。
( 左 ) 修理のために持ち帰った雪上車。( 右 ) 老朽化し、廃棄物として持ち帰った雪上車。

持込み

観測・設営物資等

食糧

燃料

持帰り
廃棄物

観測・設営物資等

566 トン

66 トン

341 トン

206 トン

216 トン

61 次隊で設置した水循環配管
今後のメンテナンスを考慮し、循環ポンプ周りにしっかりとした足場を設置し ( 左 )、冬も雪に埋まらない
ようにパイプは架台の上を通しています ( 右 )。

埋立地試掘の様子
表層以外は凍土になっているため、ごく一部だけ掘り
返すのも時間がかかります。試掘で出てきた廃棄物は
全て日本に持ち帰って処理します。

昭和基地への物資輸送と持ち帰り輸送を実施 荒金ダムの循環設備の仮改修を実施

過去の廃棄物埋め立て地の調査を実施
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「海鷹丸」による観測・内陸への燃料輸送「海鷹丸」による観測・内陸への燃料輸送

プリンセス・
エリザベス基地(PPEA)A)

ナンセン氷原
デポ地点

クレバス帯

往路クレバス１

往路クレバス２、復路クレバス

ナンセン氷原へのBELAREルート

内陸への燃料輸送を実施

あすか基地の調査を実施

　第 3 期ドームふじ深層掘削計画に向けて、ベルギーとの国際協力により、プリンセス・エリザベス基地を拠

点にナンセン氷原への燃料輸送を実施しました。

キッチン用コンテナ、居住コンテナ
を乗せた橇と、それを牽引してきた
雪上車。

プリンセス・エリザベス基地 (PEA) から
ナンセン氷原へのルート
途中クレバス帯が多く、危険な道のりです。

　燃料輸送の傍ら、あすか基地周辺の残置物資回収に向けた現地調査を行いました。

　あすか基地は、1985 年に第 26 次越冬隊により「あすか観測拠点」として開設された、日本の南極観測基

地の１つです。セール・ロンダーネ山地の地学（地質・地形）調査や隕石調査、気象観測などに使用され、第

32 次隊による越冬観測終了後、1991 年 12 月に閉鎖されています。

燃料を満載した橇と雪上車
4 台の大型橇に燃料ドラムが積み込ま

れています。

シール岩（正式名称：セルウンゲン）周辺のパノラマ画像

ナンセン氷原の様子
風が強く、積もった雪が舞って、氷河の

氷が露出しています。

内陸への燃料輸送とあすか基地調査

　旅行は 12 月 29 日から 31 日にかけて行われ、日本隊の 2 名と、ベルギー隊の 2 名を合わせた 4 名が 2

台の雪上車に乗り、燃料、キッチン用コンテナ、居住コンテナなどをそれぞれ積んだ大型橇を牽引して目的地

へ向かいました。ナンセン氷原では、燃料を雪上車から引き離し、橇に乗せたまま燃料を保管しています。

　基地周辺には当時使用されていた物資がいくつか残置されており、あすか基地近くのシール岩（正式名称：

セルウンゲン）の風下側に置かれた雪上車などの状態を確認しました。

今回の調査結果をもとに、今後の回収に向けた検討を行います。

シール岩前の様子
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PEA)

ナンセン氷原
デポ地点

クレバス帯

往路クレバス１

往路クレバス２、復路クレバス

ナンセン氷原へのBELAREルート

教員南極派遣プログラム (南極授業 )

南極教室

南極観測の 「今」 を発信

南極授業での中継の様子

南極教室の様子
（2019 年 5 月 24 日 三木市立自由が丘中学校）

情報発信

　このプログラムは、極地の科学や観測に興味を持つ現職教員を夏期間に南極昭和基地に派遣し、衛星回線を利

用して、現地から派遣教員が企画する「南極授業」を行うものです。派遣教員は授業や帰国後の活動を通して、

国内の小・中・高等学校等の児童生徒や一般国民に向けて、南極に関する様々な情報発信を行います。

　６１次隊では、高等学校教諭 1 名が同行しました。船上観測や野外調査、昭和基地での活動を取材し、基地か

ら中継で「南極授業」を行いました。

南極授業：

2020 年 1 月 25 日 ( 土 )：
 茨城県自然博物館

2020 年 1 月 27 日 ( 月 )：
 茨城県立守谷高等学校

　南極教室は、主に隊員にゆかりのある場所と昭和基地を中継で結び、南極観

測の現在を知ってもらう活動です。

　６０次越冬中は、越冬隊と日本国内の小・中・高校と中継を結び、観測隊の

活動や南極の自然を紹介する「南極教室」を実施しました。そのほか、イベン

ト会場や博物館、一般公開などの極地研が主催するイベントでの中継を実施し、

観測隊の活動を双方向中継で伝えました。

南極授業での中継の様子
授業の中で、自身が採取した

魚を見せる北澤教諭

　61 次隊では、情報発信担当隊員が、夏期間の観測や昭和基地の様子をさまざまな方法で発信しました。

　2020 年 2 月に極地研公式 Instagram アカウントを利用し、昭和基地からライブ中継を行いました。そのほか、

 2019 年 6 月 NHK 放送の『サラメシ』では、60 次越冬隊の調理隊員が紹介され、大きな反響を呼びました。

　今後も国内の会場とのライブ中継や、越冬同行記者による越冬情報配信を行います。

観測隊ブログ
観測隊の日々の活動をブログで発信し

ました。掲載数は、昭和基地 NOW!!

（右）と合わせて 131 記事になりま

した。

昭和基地 NOW‼
国立極地研究所・南極観測

のホームページに記事を掲

載しました。

Instagram ライブ中継の様子
2020 年 2 月 2 日、昭和基地からの

ライブ中継を行いました。学校等に限

定をしない、昭和基地から一般に向け

たネット配信としては初の試みとなり

ました。
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